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惟
ふ
に
、
現
今
信
用

の
鞍
達
せ
る
肚
會

に
於

て
は
、
,

銀
行
の
取
扱
物
件
の
大
部
分
は
.
手
形
及
び
小
切
手

の

如
き
信
用
形
式
に
依

る
べ
き
が
敢
に
、
其
日
常

の
取
引

上
銀
行
は
相
互

の
問
に
頻
繁
な
る
手
形
上
の
貸
借
關
係

を
生
中
る
に
至
る
べ
し
、
而
し
て
往
時
に
於
て
は
、
斯

の
如
さ
手
形
上
の
貸
借
關
係
を
決
済
せ
ん
が
な
め
に
、

一
々
振
冤
銀
行
に
就
き
て
手
形
小
切
手
の
取
立
を
な
し

た
り
ε
錐

も
、
商
業
取
引

の
頻
繁
な
る
現
今
の
「肛
會

に

於
て
は
、
到
底
斯
く
の
如
き
煩
雑
な
る
方

法
に
依

る
を

.

得
ざ
る
は
吉
を
候
だ
ざ
る
所

な
り
こ
す
、
弦
に
於
て
か
、

銀
行
相
互
間
に
於
け
る
手
形
上

の
貸
借
を
、
最
も
遜
速

且

つ
安
全
に
決
済
せ
し
む

べ
き
方
法
を
要
す

る
に
至
れ

り
、是
即
ち
手
形
交
換
所
制
度
の
獲
達
せ
し
所
21
な
り
。

,
手
形
交
換
所

は
實
に
如
上
の
目
的
を
以
て
設
立
せ
ち

れ
、
大
に
銀
行
業
務

の
獲
達
進
歩
を
促
し
た
る
も
の
な

る
が
、
今

や
手
形
交
換
所

の
任
務
は
漸
次
振
張

せ
ら
れ

混
く
、
組
合
銀
行
の
共
同
的
施
設
を
行
ふ
の
磯
關
た
ら

ん
こ
す

る
に
至

れ
り
、
是
れ
蓋
し
手
形
交
換
所
は
、
組
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銀
行
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一
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計
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四

ゴ

て
は
、
大
に
之
が
研
究

を
要
す

べ
き
も
の
み
り
、
其
他

交
換
尻

の
交
換
高
に
勤
す
る
比
例
、
地
方
交
換
己
市
内

交
換

こ
の
割
合
、
不
渡
手
形

の
増
減
#

に
之
が
制
裁
、

地
方
交
換
問
題
等
皆
吾
人
研
究
の
対
象
ε
し
て
債
俺
あ

る
も

の
ε
す
。
但
し
手
形
交
換
所

の
研
究
方
法
に
理
論

的
及
酔
責
務
的

の
二
方
面
あ
り
、
撚
れ
ざ
も
責
務
に
關

し
て
は
既

に
之
を
叙
述
し
た
る
も
の
少
な
か
ら
ぎ
る
を

以
て
、
本
論
　久
に
於
て
は
、
主
ご
し
て
理
論
的
方
面
よ

り
之
を
論
じ
.
其
責
務
に
就
き
て
は
、
最
後
に
於
て
各

国
の
手
形
交
換
所
制
度
を
述
ぶ
る
に
當
り
少
し
く
之
を

説
明
せ
ん
・し
す
。

術
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す

べ
き
は
避
腓
手
形
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所
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擾
暖

し
、
之
を
銀
行

相
互
間

の
貸
借
關
係
に
止
め
す
、
北
郷

種
火
の
場
合
に
適
用
せ
ん
ご
す
る
の
傾
向
を
生
じ
た
る

こ
ε
な
b
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し
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の
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要
あ
り
ど
難

も
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本
論
交

に
於
て
は
典
範
園
を
手
形
交
換
所
に
限
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、
な
る
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も
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に
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用

ゼ
ら
る
＼
し
通
常
英
語
の

∩
一雪
壬
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ふ
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づ
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強
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圃
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蓋

し

銀

行

は

、

預

金

又

は

貸

出

金

の
辨

済

の

鋼

め

に

3
額
の
手
形
小
切
手
其
他
の
馨

姦

受
し
、
又
最

引
先
よ
り
是
等
取
立

の
依
頼
を
受
く
る
も
の
な
り
、
而

㎜
し
て
是
等
手
形
小
切
手
等

に
し
て
其
銀
行
に
於
て
支
佛

一
ふ
も

の
な

る
特

は
、
帳
簿

上

の
振
替

に
依
り

て
容
易

に

灰

済
す
る
こ
嘉

得

べ
し
羅

も
、
他

の
銀
行
に
於
て

一
支

彿

恥
べ
き

も

の
な
る
時

は
、

一
々
其
支
彿
銀
行

に
至

一
り

て
之
を
取

立
て
ざ

る
べ
か
ら

す
、
之

ε
同
時

に
他

の

.

銀
行

に
於

て
も
亦

之

ε
同

一
の
状
態

に
在

る
を
以

て
、

一

難

躁

手
形
交
換
所
制
度
論
(
ご

.

是
等

の
銀
行

が

}
所

に
會

合

し
.て
互

に
手
形
小
切
手
鍾

,・"訓
・

.

1

を
交
換
す
る
時
は
、
帝
R
に
取
立

の
煩
…労
ε
〃厄
除
ご
を
免

れ
得

る
の
み
な
ら
争
、
支
携
銀
行
は
之
に
依
り
て
準
備

金
を
貯
賊
す

る
の
不
利
益
を
省
く
こ
ξ
を
得

べ
し
、
而

し
て
各
銀
行
は
、
交
換
所
に
於

て
手
形
上

の
貸
借
を
相

殺
申
べ
き
が
故
に
、
僅

に
其
交
換
差
額
に
就
き
て
の
み

現
金
受
授
を
な
せ
ば
足

る
「
加
之
、
中
央
銀
行
叉
は
其

他
の
大
銀
行
の
存
在
せ
る
諸
國

に
於

で
は
.
各
銀
行
は

、

之
ご
當
座
勘
定
を
開
始
し
、
交
換
差
額

の
支
彿
は
該
中

央
銀
行
又
は
其
他
の
大
銀
行
の
帳
簿
上
の
振
替
方
法
に

依

る
を
以
て
、
克
く
互
額

の
貸
借
を
決
済
す

る
に
於
て

も
厘
彪
の
現
金
を
受
授
す
る
こ
ε
を
要
せ
ざ
る
な
り
。

次
に
手
形
交
換
所
の
経
済
上

に
於
け
る
地
位
を
説
明

せ
ん
に
、
手
形
交
換
所
は

=
商
以
て
之
を
蔽

へ
ば
、
銀

行

の
最
重
要
な

る
補
助
楼
閣

の

一
な
り
こ
す
、
抑

も
銀

行
が
現
時

の
経
済
肚
會
に
於
て
最
も
重
要
な
る
金
融
機

關
ご
し
て
、
麗
濟
上
著
し
き
妓
果
を
有
す
る
は
.
殆
ん

ざ
吉
を
候
え
ざ
る
所
な
り
、
而
し
て
銀
行
が
其
経
済
上

重
罫

の
地
位
を
保
ち
、
幾
多

の
職
分
を
全
か
ら
し
め
ん

が
爲

に
は
、
必
中
共
業
務
を
嚢
達
せ
し
む

べ
き
諸
種
の
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換
所
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滑
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形
交
換
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理
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貸
借
相
殺
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ヨ
鷲
量
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〇
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…
観
念

に
基
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も
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弔
し
て
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斯
く
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如
き
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、
逡

.

く
羅
馬
時
代
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振
を
畿

せ
り
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黙
れ
共
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を
實
際
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形
の
貸
借
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起
る
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第
十
六
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於
け
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冨
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形
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所
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度
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形
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∩
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櫨
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瞭
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嵩
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激
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手
形
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弩
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行
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取
引
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受
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手
形
叉
は
小
切
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其
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立
の
嬬

め
に

一
々
行
員
を
振

出
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た
る
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■の
な
り
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が
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行
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に
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季
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亜
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続
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立
、響
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に
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国
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て
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敦
手
形
交

換
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早
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交
換
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引
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め
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多
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す
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